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利
国
著
書評
日
原『
漢
代
思
想
の
研
究
』i実
野
裕
漢
代
思
想
研
究
の
泰
斗
、
故
日
原
利
国
氏
が
急
逝
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
六
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
日
原
氏
の
遺
徳
を
慕
う
友
人
や
門
下
生
の
手
に
よ
り
、
生
前
の
論
考
十
六
篇
を
選
ん
で
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
著
者
の
本
領
た
る
漢
代
思
想
史
関
係
の
論
文
十
三
篇
と
、
書
道
辞
典
の
刊
行
を
企
画
さ
れ
る
ほ
ど
に
深
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
、
書
道
史
関
係
の
論
文
三
篇
と
に
大
別
で
き
、
具
体
的
な
内
訳
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
第
一
部
一
中
世
(
前
期
)
の
思
想
二
漢
代
思
想
研
究
の
現
況
三
災
異
と
識
緯
|
|
渓
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
ー
漢
代
の
刑
罰
に
お
け
る
主
観
主
義
ー
l
『
春
秋
』
と
刑
罰
と
の
関
係
|
|
四
五
春
秋
公
羊
学
の
漢
代
的
展
開
六
王
道
か
ら
覇
道
へ
の
転
換
附
華
夷
観
念
的
変
容
第
二
部
一
『
塩
鉄
論
』
の
思
想
的
研
究
二
『
春
秋
繁
露
』
三
『
白
虎
通
義
』
研
究
緒
論
ー
l
i
と
く
に
札
制
を
中
心
と
し
て
ー
ー
ー
白
虎
観
論
議
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
王
符
の
法
思
想
萄
悦
の
規
範
意
識
に
つ
い
て
四五一、一ノ
附
一
「
書
は
心
の
登
な
り
」
の
解
釈
へ
の
疑
問
二
『
宣
和
書
譜
』
成
立
考
三
『
続
書
断
』
初
探
こ
の
中
書
道
史
の
領
域
は
評
者
の
手
に
余
る
た
め
、
論
評
の
純
閉
を
漢
代
思
想
に
関
す
る
論
考
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
で
は
以
下
順
を
追
っ
て
各
篇
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
併
せ
て
評
者
向
感
想
を
も
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
巻
頭
の
「
中
世
(
前
期
)
の
思
想
」
は
、
『
中
国
文
化
叢
書
・
第
三
巻
・
思
想
史
』
(
大
修
館
書
庖
)
の
中
で
、
武
帝
期
か
ら
後
漢
末
ま
で
を
分
担
執
筆
し
、
こ
の
時
代
的
思
想
史
を
通
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
董
仲
倍
が
公
羊
学
に
天
人
相
関
・
災
異
思
想
を
導
入
し
た
の
ち
、
漢
代
の
儒
学
が
そ
の
神
秘
主
義
的
傾
向
を
一
層
深
め
て
い
く
経
緯
や
、
今
古
文
の
論
争
を
軸
に
経
学
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
、
そ
の
一
方
で
後
漢
の
礼
教
体
制
の
権
威
を
批
判
す
る
思
想
的
系
譜
が
展
開
し
て
い
く
状
況
な
ど
を
、
歯
切
れ
の
良
い
筆
致
で
手
際
鮮
か
に
叙
述
す
る
。
論
旨
の
運
ぴ
は
ま
こ
と
に
明
快
で
、
漢
代
思
想
史
の
主
要
な
流
れ
を
理
解
す
る
上
で
、
絶
好
的
解
説
と
な
っ
て
い
'
A
V
。
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も
っ
と
も
評
者
に
は
、
些
か
不
満
な
点
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
第
一
節
「
儒
教
の
国
教
化
」
に
お
い
て
、
儒
教
的
倫
理
を
奉
ず
る
農
村
共
同
体
の
論
理
を
、
絶
対
主
義
的
な
国
家
権
威
の
承
認
に
転
化
し
、
露
骨
な
支
配
意
志
を
儒
教
に
よ
り
粉
飾
せ
ん
と
す
る
権
力
側
の
意
図
と
、
『
春
秋
』
を
利
用
し
て
強
大
な
君
主
権
の
根
拠
づ
け
を
行
っ
て
、
時
代
的
要
請
に
巧
み
に
応
え
つ
つ
、
そ
れ
を
代
償
に
儒
教
の
保
護
を
求
め
ん
と
す
る
葦
仲
箭
の
意
図
と
が
合
致
し
た
点
、
に
、
儒
教
国
教
化
の
最
大
の
原
因
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
把
握
は
、
大
筋
で
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
武
帝
が
儒
教
を
強
権
支
配
の
粉
飾
装
置
と
し
て
採
用
す
る
ま
で
に
は
、
皇
帝
が
官
僚
組
織
を
統
御
し
て
郷
里
共
同
体
の
末
端
ま
で
を
も
、
一
元
的
に
直
轄
統
治
せ
ん
と
し
た
、
秦
の
法
術
的
支
書
評
配
形
態
や
、
皇
帝
よ
り
派
遣
き
れ
た
官
僚
が
各
地
域
の
有
力
者
た
る
豪
族
や
倣
侠
を
媒
介
に
、
よ
り
間
接
的
に
郷
里
共
同
体
を
統
治
せ
ん
と
し
た
、
漢
初
の
黄
老
的
支
配
形
態
の
段
階
を
経
て
い
る
占
、
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
漢
の
皇
帝
権
力
に
は
、
秦
の
法
治
主
義
を
否
定
し
て
、
そ
れ
と
相
反
す
る
支
配
原
理
を
標
携
す
べ
き
必
然
性
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
著
者
も
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
秦
の
法
術
的
支
配
か
ら
一
挙
に
儒
法
折
衷
的
支
配
へ
と
転
換
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
聞
に
賞
岩
的
統
治
の
時
期
が
お
よ
そ
七
・
八
十
年
に
亙
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
は
こ
の
段
階
が
、
前
記
の
移
行
を
橋
渡
し
す
る
積
極
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
寅
老
道
の
流
行
な
く
し
て
は
、
あ
の
よ
う
な
形
で
の
儒
教
国
教
化
も
あ
り
え
な
か
っ
た
と
す
ら
言
え
る
。
著
者
が
分
担
し
た
の
が
武
帝
期
以
降
で
あ
る
以
上
、
漠
初
の
叙
述
が
簡
略
で
あ
る
の
も
、
ま
た
巳
む
を
得
ぬ
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
景
期
に
お
け
る
道
家
(
賞
老
)
思
想
に
対
す
る
意
義
づ
け
を
、
い
ま
だ
中
央
集
権
的
支
配
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
無
為
清
静
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
態
を
カ
バ
ー
す
る
理
論
で
あ
る
、
と
の
消
極
的
評
価
に
止
め
て
い
る
点
に
は
、
や
は
り
物
足
り
な
き
を
感
ず
る
。
当
時
の
道
家
の
実
態
把
握
や
、
秦
・
漢
両
帝
国
の
性
格
的
差
異
、
漢
初
に
漢
の
皇
帝
権
力
が
抱
え
て
い
た
特
殊
な
歴
史
的
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
突
っ
込
ん
だ
考
察
が
欲
し
か
っ
た
と
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こ
ろ
で
あ
る
。
「
漢
代
思
想
研
究
の
現
況
」
は
、
『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
・
第
三
巻
・
中
国
皿
』
(
同
朋
社
)
に
収
め
る
「
W
思
想
史
(
I
)
|
|
春
秋
戦
国
と
秦
渓
l
i」
町
一
部
、
「
3
漠
代
の
思
想
史
」
を
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
「
漢
初
の
動
向
」
「
討
論
集
会
」
「
神
秘
説
」
「
異
端
思
想
」
の
四
項
目
を
立
て
た
上
で
、
漢
代
思
想
研
究
の
現
状
を
解
説
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
研
究
を
始
め
よ
う
と
す
る
初
学
者
に
は
、
恰
好
の
手
引
書
と
言
え
る
。
ま
た
個
々
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
に
当
り
、
著
者
は
自
己
の
評
価
を
如
実
に
示
す
修
辞
を
混
じ
え
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
専
門
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
著
者
の
噌
好
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
初
出
か
ら
す
で
に
四
年
ほ
ど
が
経
過
し
て
お
り
、
優
れ
た
研
究
成
果
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
漏
れ
て
い
る
論
考
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
「
災
異
と
識
緯
1
1漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
|
|
」
は
、
『
束
方
学
』
第
四
三
輯
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
元
来
茸
仲
針
が
提
唱
し
た
災
異
説
は
、
君
主
の
過
去
の
行
為
へ
の
天
謎
と
し
て
、
専
制
君
主
を
抑
止
す
る
機
能
を
も
保
持
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
『
易
』
や
『
公
羊
伝
』
の
影
響
下
に
、
未
来
を
予
言
す
る
術
へ
と
変
質
し
た
こ
と
に
よ
り
、
君
主
謎
責
の
使
命
を
喪
失
し
て
堕
落
し
て
行
っ
た
と
説
く
。
ま
た
災
異
説
は
哀
平
の
際
に
出
現
し
た
識
緯
説
と
結
令
し
て
、
災
は
過
去
の
失
政
へ
の
謎
賀
、
異
は
未
来
の
予
兆
と
、
災
と
異
を
区
分
す
る
何
休
の
説
や
、
同
一
の
前
兆
現
象
を
災
異
と
瑞
祥
の
双
方
に
解
釈
す
る
何
休
や
鄭
玄
『
駁
五
経
異
義
』
な
ど
の
新
説
を
派
生
き
せ
つ
つ
、
よ
り
一
層
神
秘
的
・
予
言
的
性
格
を
強
め
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
古
文
学
の
始
頭
に
直
面
し
、
す
で
に
学
問
的
生
命
が
枯
渇
状
態
に
あ
っ
た
今
文
学
が
、
後
漢
王
朝
の
権
威
を
神
秘
化
す
る
と
い
っ
た
宗
教
性
を
導
入
す
る
方
策
に
よ
り
、
自
ら
の
再
生
を
図
ら
ん
と
す
る
動
き
が
存
在
し
た
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
儒
学
が
国
家
主
義
化
を
果
た
す
た
め
に
、
と
め
ど
な
く
神
秘
主
義
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
経
緯
を
、
儒
学
と
国
家
権
力
と
の
共
利
関
係
、
今
古
文
の
論
争
な
ど
を
軸
に
考
察
し
た
、
卓
見
に
富
む
研
究
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
評
者
に
は
、
幾
つ
か
の
疑
問
な
り
不
満
も
残
る
。
そ
の
第
一
は
、
災
異
説
を
理
論
化
し
た
の
は
董
仲
箭
に
始
ま
る
、
と
記
す
点
で
あ
る
。
著
者
は
災
異
説
の
先
脱
と
し
て
、
僅
か
に
『
呂
氏
春
秋
』
や
文
帝
二
年
と
後
元
年
の
詔
勅
の
名
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
で
は
災
異
説
の
展
開
を
辿
る
に
は
不
足
で
あ
ろ
う
。
異
変
現
象
の
背
後
に
、
そ
れ
を
支
配
す
る
有
意
の
天
を
想
定
す
る
思
考
は
、
『
左
伝
』
『
国
語
』
や
『
墨
子
』
、
黄
老
道
や
抑
制
街
の
思
想
な
ど
に
も
見
之
、
と
り
わ
け
賞
老
道
の
災
異
説
は
、
す
で
に
陰
陽
思
想
を
も
取
り
込
ん
だ
体
系
的
な
理
論
水
準
に
達
し
て
い
る
。
前
記
の
詔
勅
も
、
実
は
文
帝
が
信
奉
す
る
賞
老
道
の
理
論
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
漠
代
の
災
異
説
を
恰
も
蓋
仲
告
の
創
見
で
あ
る
か
に
説
く
従
来
の
通
説
は
、
今
後
大
幅
な
修
正
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
元
帝
以
降
の
災
異
説
が
孟
菩
・
京
房
の
易
学
の
影
響
を
受
け
て
予
占
化
し
た
、
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
代
の
儒
学
内
に
視
野
を
限
定
し
過
ぎ
た
立
論
で
あ
っ
て
、
範
囲
を
災
異
思
想
全
般
に
広
げ
る
な
ら
ば
、
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
吊
書
『
五
行
篇
』
に
「
機
あ
り
て
之
れ
を
知
る
は
、
天
な
り
。
織
と
は
、
数
を
耐
う
な
り
」
(
説
日
目
)
と
あ
り
、
『
中
庸
』
に
「
至
誠
の
道
は
、
以
て
前
知
す
可
し
。
国
家
将
に
輿
ら
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
頑
鮮
有
り
。
国
家
将
に
亡
ば
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
妖
撃
有
り
」
と
あ
る
他
、
戦
国
期
の
各
種
陰
陽
思
想
中
に
は
、
す
で
に
災
異
と
予
言
と
を
結
合
す
る
思
考
が
明
瞭
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
天
界
の
異
変
と
予
占
と
を
結
合
し
な
け
れ
ば
、
五
徳
終
始
説
や
陰
陽
流
兵
学
な
ど
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
篇
に
限
ら
ず
総
じ
て
著
者
の
論
述
に
は
、
漢
代
儒
学
の
枠
内
で
の
み
各
種
思
想
の
展
開
を
追
わ
ん
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
諸
子
学
を
含
め
た
先
秦
の
思
想
界
の
事
情
に
疎
い
印
象
を
受
け
る
。
叶
漠
代
の
刑
罰
に
お
け
る
主
観
主
義
|
|
『
春
秋
』
と
刑
罰
と
の
関
係
|
|
」
は
、
『
愛
知
学
芸
大
学
研
究
報
告
』
第
十
一
号
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
著
者
は
、
公
羊
学
は
漢
代
を
通
じ
て
終
始
国
お
家
権
力
と
癒
着
し
、
犯
罪
結
果
よ
り
も
罪
人
の
動
機
を
重
視
し
て
量
l
書
評
刑
す
る
論
理
を
、
統
治
者
側
に
提
供
し
た
と
一
量
一
一
口
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
善
意
を
認
め
て
寛
宥
す
る
方
向
に
で
は
な
く
、
専
ら
悪
意
を
指
弾
し
て
厳
罰
で
臨
む
方
向
に
の
み
、
御
都
合
主
義
的
に
利
用
さ
れ
て
、
漢
代
を
覆
う
主
観
的
な
厳
刑
重
罰
主
一
義
の
理
論
的
支
柱
に
な
っ
た
と
も
説
く
。
こ
れ
は
、
漢
代
に
特
徴
的
な
『
春
秋
』
に
よ
る
治
獄
の
実
態
を
、
公
羊
経
学
の
教
義
と
関
連
づ
け
て
考
察
し
た
、
特
色
に
溢
れ
た
研
究
成
果
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
評
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
疑
念
も
生
じ
た
。
武
帝
以
前
の
歴
代
皇
帝
が
、
「
今
、
誹
誘
妖
言
の
罪
有
り
。
(
中
略
)
細
民
の
愚
は
、
無
知
に
し
て
死
に
抵
る
。
朕
甚
だ
取
ら
ず
。
今
よ
り
以
来
、
此
れ
を
犯
す
者
有
る
も
、
治
に
聴
く
こ
と
勿
れ
」
(
『
漢
書
』
文
帝
紀
)
「
獄
を
治
む
る
者
を
し
て
務
め
て
寛
を
先
に
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
(
同
・
景
帝
紀
)
と
、
秦
の
遺
制
た
る
苛
法
の
除
去
に
努
的
、
す
で
に
公
羊
学
の
採
用
以
前
か
ら
、
民
の
情
状
を
酌
量
し
て
極
力
覚
刑
主
義
で
臨
ま
ん
と
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
る
に
著
者
は
こ
の
点
に
一
切
触
れ
ぬ
ま
ま
、
漢
代
の
統
治
観
が
心
意
に
踏
み
込
む
怒
意
的
な
厳
刑
重
罰
主
義
で
一
貫
し
て
い
た
か
の
如
く
論
述
す
る
。
こ
れ
で
は
、
漢
の
法
治
は
秦
の
法
治
と
全
く
同
質
で
あ
っ
た
の
か
と
の
、
素
朴
な
疑
問
を
禁
じ
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
著
者
は
、
専
ら
治
獄
の
場
で
の
法
吏
の
活
動
に
論
点
を
集
中
す
る
が
、
ま
ず
そ
の
前
に
、
法
治
の
根
幹
た
る
法
そ
れ
自
体
の
性
格
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を
廻
る
議
論
、
す
な
わ
ち
法
を
国
家
や
社
会
を
運
営
す
る
た
め
の
客
観
的
基
準
と
見
倣
す
か
、
君
主
の
支
配
意
欲
を
遂
げ
る
た
め
の
誘
導
技
術
と
見
倣
す
か
、
自
然
法
と
笑
定
法
と
は
い
ず
れ
が
優
先
さ
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
ら
の
諸
点
と
建
国
よ
り
武
帝
期
に
至
る
歴
史
状
況
の
変
化
と
を
総
合
的
に
考
察
し
た
な
ら
ば
、
秦
の
法
術
思
想
が
持
つ
一
律
的
世
法
実
証
主
義
の
枠
を
超
、
え
て
、
漢
の
法
治
が
そ
の
当
初
よ
り
動
機
主
義
と
深
く
結
合
す
る
に
至
っ
た
原
因
も
、
さ
ら
に
鮮
明
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
春
秋
公
羊
学
的
漢
代
的
展
開
」
は
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
二
集
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
漢
代
の
公
羊
学
が
、
結
果
を
重
視
す
る
国
家
主
義
的
な
『
春
秋
』
解
釈
に
よ
り
、
強
大
な
君
主
権
を
是
認
す
る
方
向
と
、
動
機
を
重
視
す
る
人
民
中
心
的
な
『
春
秋
』
解
釈
に
よ
り
、
君
主
権
を
抑
制
す
る
方
向
と
を
併
存
さ
せ
て
い
た
と
説
く
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
公
羊
学
は
こ
の
国
家
主
義
と
儒
教
主
義
と
を
総
合
し
宥
和
さ
せ
る
べ
く
、
経
文
の
拡
大
解
釈
を
増
殖
さ
せ
て
行
っ
た
が
、
結
局
は
こ
の
試
み
も
破
産
し
た
と
の
結
論
を
提
示
す
る
。
行
論
の
途
中
で
前
者
を
心
意
主
義
と
換
言
し
て
、
後
者
の
動
機
主
義
と
対
立
さ
せ
る
点
に
は
無
理
も
あ
り
、
前
者
は
動
機
主
義
の
国
家
主
義
的
悪
用
と
で
も
表
現
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
と
し
て
は
、
公
羊
経
学
的
教
義
と
漢
の
帝
国
統
治
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
、
統
治
者
側
の
経
文
解
釈
を
中
心
に
解
明
し
た
力
作
で
、
煩
墳
な
公
羊
学
に
精
通
す
る
著
者
な
ら
で
は
の
優
れ
た
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
「
王
道
か
ら
覇
道
へ
の
転
換
」
は
、
も
と
は
『
中
国
哲
学
史
の
展
望
と
摸
索
』
(
創
文
社
)
に
収
め
ら
れ
た
論
文
で
あ
る
。
孔
子
が
条
件
付
き
で
覇
業
を
容
認
す
る
態
度
を
取
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孟
子
は
王
覇
を
峻
別
し
て
覇
道
を
全
面
的
に
排
斥
し
た
。
と
こ
ろ
が
苛
子
は
、
覇
者
を
王
者
に
劣
る
存
在
と
は
し
な
が
ら
も
、
そ
の
意
義
を
再
び
肯
定
し
は
じ
め
る
。
そ
れ
が
漢
代
に
入
る
と
、
覇
者
は
王
者
に
至
る
途
上
に
あ
る
も
の
で
、
両
者
の
聞
に
本
質
的
差
異
は
な
い
、
と
す
る
新
た
な
王
覇
観
が
成
立
し
た
。
以
上
が
こ
こ
で
著
者
が
述
べ
る
玉
覇
観
の
変
遷
で
あ
る
。
と
同
時
に
著
者
は
、
萄
子
の
王
覇
観
は
現
象
的
に
は
過
渡
的
形
態
を
示
す
も
の
の
、
孟
子
の
王
覇
峻
別
論
を
漢
代
の
王
朝
等
質
論
へ
と
転
換
さ
せ
る
だ
け
の
論
理
を
備
え
て
い
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
理
念
上
は
覇
業
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
天
子
不
在
の
現
実
的
要
請
か
ら
は
覇
業
を
も
是
認
す
べ
し
と
す
る
公
羊
学
的
論
理
こ
そ
が
、
前
記
の
転
換
を
可
能
に
し
た
と
説
い
て
、
王
覇
観
の
変
遷
に
果
た
し
た
公
羊
学
の
役
割
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、
王
覇
観
の
変
化
を
高
祖
評
価
や
公
羊
学
と
の
絡
み
で
漢
代
思
想
史
中
に
意
義
づ
け
ん
と
し
た
点
で
、
斬
新
な
視
点
を
持
つ
研
究
と
言
え
る
。
た
だ
し
例
に
よ
っ
て
、
著
者
向
思
索
は
儒
学
の
内
部
に
限
定
さ
れ
一
旦
こ
の
枠
を
取
り
払
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
か
な
り
違
っ
た
結
論
も
出
て
こ
よ
う
。
銀
雀
山
漢
墓
出
土
の
竹
筒
本
『
孫
子
』
九
地
篇
に
は
、
「
四
五
の
者
、
一
と
し
て
智
ら
ざ
れ
ば
、
王
薪
の
兵
に
は
非
ざ
る
な
り
。
彼
の
王
覇
の
兵
は
、
大
国
を
伐
た
ば
、
則
ち
其
の
衆
は
血
球
ま
る
を
得
ず
。
:
:
」
と
、
両
者
を
同
等
に
評
価
し
て
連
称
す
る
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
『
呉
子
b
図
国
篇
に
は
、
「
三
勝
す
る
者
は
覇
た
り
。
二
勝
す
る
者
は
王
た
り
。
一
勝
す
る
者
は
帝
た
り
」
と
、
や
は
り
王
と
覇
を
単
な
る
程
度
の
差
異
と
し
て
、
連
続
的
に
把
握
す
る
思
考
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
『
経
法
』
『
称
』
等
の
賞
帝
書
に
も
、
王
|
覇
|
危
|
亡
と
の
序
列
を
設
定
し
、
覇
主
を
王
者
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
す
る
論
理
が
存
在
し
て
い
る
。
て
お
り
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
王
と
覇
を
程
度
的
差
と
見
る
の
は
、
孔
子
や
萄
子
に
限
ら
ず
、
先
秦
の
思
想
界
の
一
般
的
傾
向
で
、
孟
子
町
立
場
だ
け
が
突
出
し
て
特
異
だ
っ
た
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
漢
代
の
王
覇
等
質
論
は
、
公
羊
伝
的
論
理
を
待
っ
て
出
現
し
た
新
説
で
は
な
く
、
敢
え
て
例
外
的
な
孟
子
の
説
を
採
ら
f
に
、
単
に
先
秦
の
主
流
的
な
王
覇
観
を
踏
襲
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
と
思
う
。
「
華
夷
観
念
の
変
容
」
は
、
公
羊
学
中
の
夷
秋
観
を
、
通
婚
を
も
お
拒
ま
ぬ
開
放
的
な
世
界
主
義
、
中
華
文
明
を
基
準
に
受
容
と
排
斥
を
1
書
評
併
用
す
る
勧
戒
主
義
、
武
力
に
よ
っ
て
で
も
断
固
排
撃
せ
ん
と
す
る
捷
夷
主
義
の
三
種
に
分
類
す
る
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
対
旬
奴
和
親
論
者
と
武
力
討
伐
論
者
の
み
が
対
立
す
る
『
塩
鉄
論
』
の
構
図
が
象
徴
す
る
如
く
、
漢
代
に
入
る
や
勧
戒
主
義
が
消
え
て
行
っ
た
と
、
戦
国
か
ら
漢
に
至
る
夷
秋
観
の
変
容
を
跡
づ
け
る
。
こ
れ
は
著
者
の
絶
筆
と
な
っ
た
論
文
で
あ
る
が
、
未
完
に
終
っ
て
い
て
そ
の
全
体
的
意
図
が
不
明
な
た
め
、
内
容
紹
介
だ
け
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
第
二
部
冒
頭
町
「
『
塩
鉄
論
』
の
思
想
的
研
究
」
は
、
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
第
四
輯
に
発
表
さ
れ
た
、
著
者
向
処
女
論
文
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
塩
鉄
論
』
は
、
御
都
合
主
義
的
に
各
種
思
想
を
援
用
す
る
大
夫
と
文
学
が
、
次
々
と
論
点
を
変
之
、
延
々
と
非
難
を
応
酬
し
つ
つ
、
出
口
の
な
い
不
毛
の
論
戦
を
繰
り
広
げ
た
記
録
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
両
者
向
一
貫
し
た
立
場
な
り
思
想
な
り
を
抽
出
し
て
、
思
想
の
書
と
し
て
取
り
扱
う
に
は
、
極
め
て
煩
雑
な
作
業
を
要
す
る
が
、
著
者
は
こ
う
し
た
厄
介
さ
を
克
服
し
、
『
塩
鉄
論
』
全
体
を
見
通
す
独
自
の
視
点
を
確
立
し
て
い
る
。
ま
ず
「
刑
罰
思
想
」
で
は
、
文
学
が
犯
罪
環
境
原
因
説
、
す
な
わ
ち
為
政
者
が
犯
罪
の
温
床
た
る
貧
困
を
除
去
し
、
人
民
の
経
済
的
充
足
を
実
現
す
る
な
ら
ば
、
倫
理
道
徳
は
自
然
発
生
的
に
招
来
さ
れ
る
と
の
、
犯
罪
社
会
学
的
立
場
を
取
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
一
方
の
大
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夫
は
、
犯
罪
者
た
る
の
素
質
は
先
天
的
に
決
定
さ
れ
る
と
の
犯
罪
素
質
原
因
説
の
立
場
か
ら
、
徳
治
に
よ
る
教
化
の
有
効
性
を
否
定
し
て
厳
重
な
応
報
刑
罰
主
義
を
展
開
し
、
さ
ら
に
は
威
嚇
に
よ
る
犯
罪
予
防
の
見
地
か
ら
豪
族
に
対
す
る
連
座
族
滅
政
策
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
と
述
べ
て
、
両
者
対
決
の
構
図
を
明
示
す
る
。
続
い
て
「
政
治
思
想
」
で
は
、
塩
鉄
会
識
の
争
点
で
あ
っ
た
対
旬
奴
戦
の
遂
行
、
及
び
塩
鉄
の
専
売
に
よ
る
軍
費
の
捻
出
と
の
二
大
政
策
が
、
す
べ
て
国
家
権
力
側
の
豪
族
対
策
を
焦
点
に
構
成
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
国
家
が
塩
鉄
の
利
を
豪
族
同
手
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
に
よ
り
、
豪
族
勢
力
を
削
弱
し
て
土
地
兼
併
の
路
を
遮
断
せ
ん
と
す
る
点
に
、
上
記
政
策
的
真
の
狙
い
が
存
在
し
た
と
説
く
。
こ
れ
に
対
し
文
学
は
、
政
府
内
塩
鉄
政
策
は
民
衆
に
粗
悪
で
高
価
な
官
製
農
器
具
の
購
入
を
強
い
、
却
っ
て
編
戸
の
民
の
窮
乏
化
を
招
い
た
に
過
ぎ
ぬ
と
批
判
し
て
、
そ
の
撤
廃
を
要
求
し
た
の
だ
と
雪
守
つ
。
し
か
も
文
学
は
、
人
民
へ
の
苛
倣
珠
求
に
よ
っ
て
の
み
存
立
す
る
国
家
権
力
・
支
配
階
級
と
、
そ
の
一
方
的
被
害
者
た
る
人
民
の
利
害
と
が
背
馳
対
立
す
る
点
を
鋭
く
看
破
し
、
反
国
家
・
反
支
配
階
級
の
勢
力
を
代
弁
し
て
、
国
家
権
力
や
支
配
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
妥
協
な
き
論
戦
を
挑
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
国
家
権
力
に
迎
A
ロ
し
そ
れ
を
容
認
せ
ん
と
す
る
当
時
の
儒
教
及
び
儒
生
一
般
と
は
、
明
瞭
に
一
線
を
函
す
、
純
粋
な
儒
教
的
理
想
主
義
の
徒
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
。
さ
ら
に
「
経
済
思
想
」
で
は
、
農
本
主
義
を
唱
え
る
文
学
に
対
し
、
大
夫
は
資
本
家
的
性
格
を
帯
ぴ
た
国
家
権
力
に
よ
る
商
人
的
政
策
を
是
認
す
べ
く
、
商
業
主
義
的
経
済
観
を
鼓
吹
す
る
が
、
そ
れ
は
富
豪
の
横
行
を
承
認
す
る
結
果
を
招
き
、
疲
弊
・
流
亡
し
た
人
民
を
豪
族
の
傘
下
に
追
い
や
っ
た
塩
鉄
政
策
同
様
、
豪
族
弾
圧
の
目
標
と
は
背
反
す
る
自
己
矛
盾
に
陥
っ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
商
業
行
為
や
国
家
権
力
に
対
す
る
ほ
と
ん
ど
生
理
的
な
嫌
悪
感
に
満
ち
た
論
述
か
ら
察
す
る
に
、
著
者
の
孔
子
時
代
の
儒
学
に
対
す
る
理
想
主
義
的
情
熱
と
、
マ
ル
ク
ス
的
階
級
闘
争
史
観
と
が
著
者
の
内
面
で
結
令
し
て
、
そ
れ
が
儒
教
的
理
想
主
義
と
人
民
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
を
一
身
に
体
現
す
る
文
学
像
を
造
形
せ
し
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
個
々
の
論
旨
の
当
否
は
一
応
措
く
と
し
て
も
、
研
究
の
出
発
点
に
於
け
る
著
者
向
基
本
的
発
想
を
知
る
上
で
は
、
実
に
興
味
深
く
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
傾
向
は
し
だ
い
に
激
越
な
気
負
い
を
減
じ
な
が
ら
も
、
終
生
著
者
独
特
の
思
考
の
枠
組
み
を
形
作
っ
て
い
る
。
「
『
春
秋
繁
露
』
」
は
、
『
春
秋
繁
露
』
(
中
国
古
典
新
書
・
明
徳
出
版
社
)
に
収
め
る
解
題
部
分
で
あ
り
、
萱
仲
箭
の
略
伝
、
儒
教
国
教
化
の
原
因
、
春
秋
公
羊
学
の
特
色
、
春
秋
学
と
漠
王
朝
の
結
合
関
係
な
ど
を
簡
明
に
叙
述
す
る
。
前
年
に
大
著
『
春
秋
公
羊
学
の
研
究
』
(
創
文
社
)
を
山
山
さ
れ
た
著
者
の
手
に
成
る
だ
け
に
、
平
易
に
し
て
要
を
得
た
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
董
仲
針
及
ぴ
漢
代
儒
学
一
般
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
、
権
力
へ
の
適
応
と
抵
抗
の
調
整
で
あ
っ
た
と
記
す
一
文
か
ら
は
、
改
め
て
漠
代
儒
学
へ
の
著
者
向
屈
曲
し
た
想
い
が
窺
え
て
興
味
深
い
。
晶
一
一
か
無
い
物
ね
だ
り
を
す
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
を
董
仲
針
の
自
著
と
見
倣
し
得
る
の
か
、
古
来
議
論
の
多
い
『
春
秋
繁
露
』
の
資
料
的
信
活
性
を
廻
る
問
題
に
つ
い
て
、
跨
み
込
ん
だ
考
え
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
は
、
著
者
こ
そ
最
も
適
任
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
今
と
な
っ
て
は
と
り
わ
け
残
念
な
気
が
す
る
。
ま
た
、
査
仲
針
が
君
主
権
の
横
暴
や
専
断
を
規
制
す
る
た
め
に
用
意
し
た
の
が
災
異
説
で
あ
る
と
、
災
異
説
の
提
出
が
蓋
仲
箭
の
側
で
一
方
的
に
計
画
さ
れ
た
か
の
如
く
説
く
点
に
も
、
比
一
一
か
不
安
が
残
る
。
董
仲
針
に
対
す
る
武
帝
の
策
問
中
に
は
、
「
三
代
命
を
受
く
る
に
、
其
の
符
は
安
く
に
在
り
や
。
災
異
の
変
は
何
に
縁
り
て
起
こ
る
か
。
2
 
(
中
略
)
，
何
を
修
め
何
を
鈎
き
ば
、
而
ち
膏
露
降
り
、
百
穀
登
り
て
、
い
危
徳
は
四
海
を
澗
し
、
沢
は
仰
木
に
諜
り
、
三
光
全
く
、
寒
暑
平
ら
か
に
し
て
、
天
の
耐
を
受
け
、
鬼
神
的
霊
を
享
け
、
徳
沢
は
洋
に
溢
れ
て
方
外
に
施
し
、
延
い
て
群
生
に
及
ぷ
か
」
(
策
関
第
二
、
「
今
、
陰
陽
は
錯
鍔
し
、
気
気
は
充
塞
し
て
、
群
生
の
遂
ぐ
る
こ
と
寡
〈
、
禁
民
は
未
だ
済
わ
れ
ず
」
(
策
問
第
一
一
)
、
「
蓋
し
聞
く
、
普
く
天
を
言
7
う
者
は
、
必
ず
人
に
徴
有
り
、
普
く
古
え
を
言
う
者
は
、
必
ず
今
に
q
d
 
l
書
評
験
有
り
と
。
故
に
朕
は
天
人
の
応
を
垂
閉
す
。
(
中
略
)
今
、
子
大
夫
は
陰
陽
町
進
化
す
る
所
以
を
明
ら
か
に
し
、
先
聖
の
道
業
に
習
う
」
(
策
間
第
三
)
と
い
っ
た
具
合
に
、
天
人
相
関
・
災
異
的
理
法
を
具
申
せ
よ
と
の
発
言
が
頻
出
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
災
異
説
的
提
供
を
望
ん
だ
の
は
武
帝
の
側
だ
っ
た
わ
け
で
、
災
異
説
提
出
向
原
因
探
究
は
、
し
き
り
に
そ
れ
を
誘
致
せ
ん
と
し
た
武
帝
側
の
意
図
を
も
含
め
た
形
で
、
今
後
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
『
白
虎
通
義
』
研
究
緒
論
ー
ー
と
く
に
札
制
を
中
心
と
し
て
|
|
い
は
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
四
集
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
著
者
は
白
虎
観
会
議
の
目
的
を
、
表
面
上
は
家
族
道
徳
を
重
視
す
る
今
文
学
・
公
羊
説
で
理
論
統
一
を
図
り
な
が
ら
も
、
内
実
に
於
て
は
君
臣
関
係
を
絶
対
視
す
る
古
文
学
左
氏
説
を
も
取
り
込
ん
で
、
強
力
な
集
権
体
制
を
経
学
の
面
か
ら
根
拠
づ
け
ん
と
す
る
所
に
あ
っ
た
と
説
く
。
こ
う
し
た
意
図
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
著
者
は
主
に
天
子
と
諸
侯
と
の
関
係
を
取
り
挙
げ
る
。
後
漢
の
公
羊
説
で
は
天
子
は
諸
侯
を
礼
遇
し
て
純
臣
と
は
し
な
い
が
、
一
方
的
左
氏
説
は
諸
侯
を
天
子
の
蕃
衛
・
純
臣
と
見
倣
す
。
そ
こ
で
『
白
虎
通
』
は
、
原
理
と
し
て
は
公
羊
説
を
採
り
な
が
ら
、
父
母
に
対
す
る
服
喪
を
中
断
し
て
の
天
子
崩
御
へ
の
奔
喪
、
天
子
の
詮
号
賜
与
に
よ
る
諸
侯
へ
の
評
定
、
世
襲
に
際
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
天
子
へ
の
瑞
珪
の
返
還
と
天
子
よ
138 
り
の
受
爵
、
諸
侯
図
的
卿
に
対
す
る
天
子
の
任
命
権
な
ど
の
論
点
に
関
し
て
は
、
左
氏
説
に
接
近
し
て
、
諸
侯
を
事
実
上
は
郡
県
制
下
の
地
方
長
官
に
過
ぎ
ぬ
地
位
に
ま
で
落
と
し
た
と
量
一
一
口
う
。
か
く
し
て
『
白
虎
通
』
は
、
事
々
に
天
子
町
至
尊
性
を
強
調
し
、
「
父
子
の
思
」
を
「
君
臣
の
義
」
に
、
「
親
親
の
道
」
を
「
尊
尊
の
義
」
の
下
に
周
属
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
「
強
幹
弱
枝
」
策
に
よ
っ
て
強
力
な
集
権
国
家
を
志
向
す
る
後
漢
絶
対
主
義
の
産
物
で
あ
り
、
公
羊
に
対
立
す
る
左
氏
を
優
れ
た
統
合
と
い
っ
た
形
で
包
摂
し
得
な
か
っ
た
の
も
、
白
虎
観
会
議
な
る
歴
史
的
時
点
で
の
制
約
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
、
本
篇
で
の
結
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
白
虎
通
』
向
性
格
を
、
今
古
文
論
争
と
後
漢
の
支
配
意
図
と
の
絡
み
で
分
析
し
た
労
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
評
者
は
、
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
抱
い
た
。
本
篇
官
頭
で
著
者
は
、
白
虎
観
会
議
召
集
の
意
図
を
次
の
如
く
述
べ
る
。
建
武
・
永
平
の
治
を
経
て
一
応
国
家
的
基
礎
が
安
定
し
た
か
に
見
え
る
後
漢
も
、
実
は
当
初
よ
り
豪
族
勢
力
の
制
約
下
に
置
か
れ
、
そ
の
全
き
権
能
を
保
持
す
る
諸
条
件
が
欠
如
し
て
い
た
。
か
か
る
欠
陥
の
上
に
構
築
さ
れ
た
国
家
が
絶
対
主
義
を
志
向
す
る
と
き
、
礼
教
国
家
の
擬
態
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
天
子
町
カ
リ
ス
マ
的
権
威
の
確
立
と
支
配
理
念
の
統
一
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
白
虎
観
会
議
は
ま
さ
に
こ
の
要
請
に
応
ヒ
た
も
の
で
あ
る
と
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
子
の
権
威
確
立
も
支
配
理
念
の
統
一
も
、
そ
の
最
終
目
標
は
、
皇
帝
支
配
が
豪
族
勢
力
的
障
壁
を
打
破
し
て
末
端
の
人
民
ま
で
貫
徹
す
る
所
に
措
定
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
本
篇
で
は
、
『
白
虎
通
』
は
専
ら
諸
侯
や
卿
大
夫
と
の
関
係
に
於
て
の
み
、
天
子
の
独
裁
権
力
確
立
を
主
張
し
た
か
に
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
著
者
が
力
説
す
る
礼
教
国
家
の
擬
態
や
後
漢
絶
対
主
義
の
貫
徹
が
、
如
何
な
る
経
路
で
豪
族
勢
力
抑
圧
に
資
す
る
の
か
は
、
一
向
に
判
然
と
し
て
こ
な
い
。
「
緒
論
」
の
せ
い
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
で
本
篇
は
、
冒
頭
に
掲
げ
る
白
虎
観
会
議
の
目
的
と
、
そ
の
後
に
続
く
分
析
内
容
と
が
、
必
ず
し
も
噛
み
合
っ
て
い
な
い
印
象
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
白
虎
観
論
議
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
」
は
、
『
漠
貌
文
化
』
第
六
号
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
塩
鉄
論
議
を
公
羊
学
と
法
家
主
義
と
の
抗
争
、
石
渠
閤
論
議
を
公
羊
学
と
穀
梁
学
と
の
抗
争
、
白
虎
観
論
議
を
公
羊
学
と
左
氏
学
内
抗
争
と
各
々
規
定
し
た
上
で
、
前
篇
で
の
論
旨
を
要
約
し
て
示
し
、
白
虎
観
論
議
の
性
格
を
再
確
認
す
る
。
そ
し
て
塩
鉄
会
議
で
法
家
主
義
と
対
立
し
、
石
渠
閣
会
議
で
穀
梁
の
攻
勢
を
受
け
た
公
羊
学
は
、
す
で
に
そ
の
頃
か
ら
経
文
解
釈
の
歪
曲
に
よ
っ
て
国
家
主
義
へ
の
傾
斜
を
見
せ
て
い
た
が
、
白
虎
観
会
議
で
は
そ
れ
が
頂
点
に
達
し
、
公
羊
学
は
君
主
権
の
絶
対
化
を
理
論
づ
け
る
思
想
へ
と
明
瞭
に
変
貌
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
経
書
の
国
家
主
義
的
解
釈
の
限
界
・
終
駕
を
も
意
味
し
て
い
た
と
説
く
。
漠
代
の
三
大
論
争
を
通
観
す
る
形
で
、
公
羊
学
的
国
家
主
義
的
変
容
を
跡
づ
け
る
本
篇
は
、
漢
代
思
想
史
の
大
局
的
流
れ
に
対
す
る
著
者
の
把
握
を
、
実
に
明
快
な
形
で
披
援
す
る
好
論
と
な
っ
て
い
る
。
欲
を
一
言
え
ば
、
石
渠
閣
論
議
で
殺
梁
の
前
に
敗
退
し
た
公
羊
学
が
、
す
ぐ
に
勢
力
を
挽
回
で
き
た
原
因
を
、
単
に
刑
名
好
み
の
宣
帝
の
死
に
帰
結
さ
せ
る
点
に
は
、
多
少
の
不
満
が
残
ろ
う
か
。
著
者
が
殺
梁
学
拾
頭
の
時
代
的
要
因
に
挙
げ
る
、
豪
族
の
成
長
と
農
民
の
没
落
に
対
処
す
る
支
配
体
制
的
強
化
は
、
必
ず
し
も
宣
帝
期
に
於
け
る
一
時
的
現
象
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
王
符
の
法
思
想
」
は
、
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
第
六
輯
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
本
篇
で
は
、
和
帝
か
ら
桓
帝
に
亙
る
後
漢
の
凋
落
期
を
生
き
た
、
『
潜
夫
論
』
の
著
者
王
符
の
法
思
想
が
論
じ
ら
れ
丸山
w
。王
符
は
人
聞
を
上
智
・
下
愚
・
中
庸
の
三
種
に
分
類
し
た
上
、
下
愚
を
先
天
的
・
素
質
的
な
悪
人
と
見
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
教
化
・
善
導
の
可
能
性
を
否
定
し
て
、
国
家
・
社
会
か
ら
の
永
久
隔
離
、
即
ち
厳
刑
重
罰
主
義
に
よ
る
妹
減
を
唱
え
た
。
こ
の
見
解
は
夷
狭
に
も
同
質
に
拡
延
さ
れ
、
王
符
は
夷
秋
に
対
す
る
懐
柔
・
同
化
の
ぬ
可
能
性
を
否
定
し
て
、
武
断
的
擁
夷
主
義
を
導
き
出
す
。
書
評
そ
の
一
方
で
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
中
庸
の
民
に
対
し
て
は
、
彼
等
は
正
邪
双
方
的
因
子
を
併
せ
持
ち
、
い
ず
れ
に
赴
く
か
は
す
べ
て
後
天
的
条
件
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
、
重
賞
と
酷
刑
を
併
用
す
る
法
術
の
運
用
に
よ
り
、
善
な
る
方
向
に
強
制
・
誘
導
す
べ
し
と
主
張
し
た。
た
だ
し
王
符
は
、
か
か
る
統
治
手
段
は
飽
く
ま
で
も
「
乱
国
」
な
る
現
実
に
対
処
せ
ん
と
す
る
権
変
に
過
ぎ
ず
、
原
理
的
に
は
道
徳
を
法
刑
に
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
、
儒
教
的
理
想
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
実
主
義
と
儒
教
主
義
の
並
立
が
、
一
方
で
法
の
客
観
性
や
刑
罰
の
必
行
を
強
調
し
つ
つ
、
他
方
で
犯
罪
に
対
す
る
経
済
環
境
要
因
説
や
、
そ
れ
と
連
携
す
る
形
で
の
心
意
主
義
や
道
徳
的
教
化
を
説
く
、
彼
の
現
実
主
義
の
限
界
と
も
な
っ
た
。
以
上
が
著
者
に
よ
る
王
符
理
解
の
概
要
で
、
先
行
研
究
の
乏
し
い
王
符
『
潜
夫
論
』
に
関
す
る
専
論
と
し
て
、
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
力
作
で
あ
る
。
総
じ
て
著
者
は
、
王
符
に
極
め
て
同
情
的
で
、
彼
の
現
実
主
義
的
・
法
家
的
側
面
町
内
容
は
、
か
つ
て
著
者
向
痛
罵
を
浴
ぴ
た
司
塩
鉄
論
』
の
大
夫
町
立
場
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
後
漢
末
な
る
余
り
に
も
悪
過
ぎ
た
時
代
に
よ
る
制
約
の
せ
い
だ
と
し
、
王
符
の
思
想
の
根
本
が
儒
教
的
理
想
主
義
に
あ
っ
た
点
を
指
摘
し
て
、
彼
の
魂
を
救
済
せ
ん
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
ね
て
の
持
論
よ
り
す
れ
ば
否
定
的
評
価
が
避
け
140 
が
た
い
思
想
内
容
を
論
じ
た
後
は
、
法
家
と
儒
家
を
混
靖
さ
せ
る
思
想
家
と
の
汚
名
を
晴
ら
さ
ん
と
す
る
意
図
か
ら
、
次
々
と
論
点
を
儒
家
的
方
向
へ
と
移
行
さ
せ
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
王
符
の
法
思
想
の
性
格
も
、
強
制
手
段
と
し
て
の
法
術
か
ら
客
観
的
基
準
と
し
て
の
法
へ
、
法
実
証
主
義
か
ら
心
意
主
義
へ
、
実
定
法
か
ら
天
の
威
命
を
奉
ず
る
自
然
法
に
従
属
す
る
も
の
へ
と
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
容
す
る
。
個
々
の
論
述
に
限
れ
ば
、
王
符
へ
の
弁
護
と
し
て
そ
れ
な
り
の
説
得
力
に
富
む
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
場
合
、
そ
こ
に
は
如
何
な
る
法
思
想
の
体
系
が
浮
上
す
る
の
か
、
最
後
に
全
体
的
構
図
を
ま
と
め
て
欲
し
か
っ
た
気
も
す
る
。
恐
ら
く
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
著
者
が
本
簡
で
見
事
に
描
き
出
し
た
、
現
実
と
理
念
と
の
狭
間
で
苦
悩
す
る
王
符
の
思
想
的
営
為
が
、
慎
到
や
黄
老
道
の
道
法
思
想
や
商
鞍
・
韓
非
流
の
法
術
思
想
な
ど
既
成
の
各
種
法
思
想
を
、
儒
家
的
徳
治
主
義
を
ベ
l
ス
に
巧
み
に
折
衷
・
融
合
し
た
、
そ
れ
な
り
に
精
鍛
な
法
思
想
の
体
系
と
し
て
結
実
し
た
点
も
、
よ
り
一
層
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
苛
悦
円
規
範
意
識
に
つ
い
て
し
は
、
『
東
方
学
』
第
十
八
輯
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
、
『
申
墾
』
や
『
漢
紀
』
の
著
者
と
し
て
、
後
漢
の
滅
亡
に
立
ち
会
っ
た
萄
悦
の
思
想
が
考
察
さ
れ
る
。
苛
悦
は
、
儒
学
の
個
人
的
実
践
道
徳
を
そ
の
ま
ま
為
政
の
準
則
と
し
た
が
、
彼
が
説
く
「
道
」
概
念
中
に
は
、
礼
典
の
規
範
性
の
み
な
ら
ず
、
適
宜
変
通
内
観
念
も
内
包
さ
れ
る
。
こ
の
基
本
姿
勢
が
、
為
政
の
手
段
と
し
て
徳
教
と
法
刑
の
併
用
を
説
く
徳
刑
二
元
論
や
、
性
三
品
説
的
立
場
か
ら
、
君
子
に
は
礼
を
、
小
人
に
は
刑
を
適
用
し
、
中
人
に
は
刑
礼
を
併
用
す
べ
し
と
の
統
治
論
へ
と
展
開
す
る
。
さ
ら
に
賞
罰
論
に
関
し
て
も
、
そ
の
時
々
の
国
家
的
利
害
を
最
優
先
さ
せ
る
国
家
中
心
主
義
的
判
断
形
式
に
よ
り
、
動
機
主
義
と
結
果
主
義
を
併
用
す
る
矛
盾
が
、
適
宜
通
変
の
名
の
下
に
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
州
牧
の
幡
掘
や
豪
族
的
政
庖
に
対
し
て
も
、
国
家
主
義
的
偏
向
か
ら
非
難
・
糾
弾
を
加
え
つ
つ
、
最
後
は
時
宜
の
名
の
下
に
妥
協
同
論
理
を
用
意
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
家
族
道
徳
と
国
家
道
徳
と
の
先
後
を
論
ず
る
段
に
な
る
と
、
俄
然
有
悦
は
家
族
道
徳
を
絶
対
視
す
る
立
場
を
固
持
せ
ん
と
す
る
。
つ
ま
り
苛
悦
の
思
想
は
、
基
本
的
に
は
家
族
道
徳
に
至
上
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
、
現
実
の
場
に
於
て
は
国
家
主
義
と
儒
教
主
義
の
並
立
に
執
搬
な
努
力
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
、
一
見
論
理
の
徹
底
性
と
一
貫
性
を
欠
き
、
立
場
の
脆
弱
き
や
思
想
的
暖
昧
さ
と
の
誤
解
や
非
難
を
免
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
本
篇
の
要
旨
で
あ
る
。
本
篇
冒
頭
に
於
て
、
著
者
は
苛
悦
に
対
す
る
問
題
意
識
を
次
の
よ
う
に
開
示
す
る
。
萄
悦
は
曹
操
に
招
軸
付
さ
れ
て
官
界
入
り
し
た
後
、
今
度
は
献
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
曹
操
の
専
権
に
義
憤
を
抱
い
た
が
、
曹
操
の
纂
奪
に
は
何
ら
の
諌
言
も
な
さ
ず
に
、
逆
臣
に
仕
え
て
天
寿
を
全
う
し
た
。
か
か
る
権
力
へ
の
追
従
と
も
解
さ
れ
る
進
退
に
対
し
て
、
忠
実
な
孔
子
の
徒
を
自
任
す
る
苛
悦
は
、
如
何
な
る
弁
明
を
用
意
し
た
で
あ
ろ
う
か
と
。
か
か
る
自
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
以
後
の
論
述
は
何
一
つ
答
え
る
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
に
は
た
だ
、
萄
悦
の
矛
盾
に
満
ち
た
個
々
の
主
張
が
、
相
互
の
脈
絡
を
欠
い
た
ま
ま
羅
列
的
に
投
げ
出
き
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
著
者
は
、
そ
れ
が
本
質
的
矛
盾
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
だ
が
そ
れ
は
単
な
る
誤
解
で
、
実
は
首
尾
一
貫
し
た
主
張
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な
、
至
っ
て
暖
昧
模
糊
と
し
た
表
現
の
ま
ま
稿
を
終
え
て
い
る
。
研
究
の
乏
し
い
萄
悦
の
思
想
に
筆
を
染
め
た
点
は
、
先
駆
的
業
績
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
だ
と
し
て
も
い
や
は
り
龍
頭
蛇
尾
の
感
を
免
れ
な
い
。
著
者
向
綿
密
に
構
成
さ
れ
た
他
の
論
考
と
比
較
し
て
、
恐
ら
く
は
最
も
不
出
来
な
部
類
の
作
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
初
め
の
方
に
問
題
解
決
の
端
緒
を
つ
か
む
と
い
っ
た
表
現
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
萄
悦
研
究
に
関
す
る
雄
大
な
構
想
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
惜
し
む
べ
き
は
、
著
者
の
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
た
長
逝
で
あ
ろ
う
。
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学
は
労
多
く
し
て
功
少
な
い
。
著
者
は
こ
の
難
事
に
営
々
と
遇
進
さ
れ
、
春
秋
公
羊
学
を
中
心
に
据
え
た
重
厚
な
学
風
に
よ
り
、
斯
学
に
不
滅
の
足
跡
を
記
さ
れ
た
。
今
後
漢
代
思
想
研
究
に
携
わ
る
者
は
、
必
ず
や
本
書
を
指
針
の
一
つ
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
書
評
評
者
は
著
者
日
原
利
国
氏
よ
り
、
生
前
望
外
の
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
そ
の
大
思
に
此
一
手
で
も
報
い
る
べ
く
、
全
力
で
本
書
評
に
取
り
組
ん
だ
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
非
オ
の
身
は
所
詮
如
何
と
も
し
難
く
、
結
果
は
誠
に
拙
い
も
の
に
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
軽
々
し
く
塚
町
中
を
議
し
た
書
生
町
客
気
に
対
し
、
著
者
は
豪
傑
の
阿
阿
大
笑
で
応
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
つ
い
に
微
言
か
ら
大
義
を
汲
み
取
れ
ぬ
浅
学
の
徒
に
、
憐
側
の
笑
み
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
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